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は じ め に

東遺跡 は、今回の市営住宅建替計画 に伴 う確認調査によ って新たに発見 した遺跡で あり

ます。

今回、調査のメスが入 り、本遺跡 の歴史を明 らかにする機械 に恵まれ、また、本調査概

要報告書 として刊行す るはこび とな りま したことは、過去の人々の暮 らしを明 らかにす る

ことにおいて有意義 なことと考えます。

本書刊行 にあたりま して、皆様の文化財に対す るご理解を深めていただ くとともに、文

化財 の保護、保存、研究の一助 とな らば幸 いに存 じます。

なお、調査並 びに本書作成にあたり、関係者各位 には多大なご理解、ご協力をいただき、

末筆 ではありますが ここに深 く感謝の意 を表 します。

平成8年3月29日

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 翌 彦



例 目

1.本 書 は、貝塚市役所建設部建築住宅課 の依頼により、大阪府員塚市東7番 地地 内に所

在する東遺跡 において実施 した、市営東住宅建設に伴 う事前発掘調査の概要報告である。

2.発 掘調 査は、遺構確認調査を平成5年6月10、11日 にかけて、本格的発掘調査 を平成

6年10月11日 か ら12月26日 にかけて実施 した。なお、内業調査にっいて は平成7年6月

30日 に終 了 した。

3.調 査にあたっては、貝塚市役所建設部建築住宅課より多大な理解 と協力を得た。記 し

て感謝の意を表す。

4.発 掘調査 は貝塚市教育委員会社会教育課学芸員前川浩一、三浦 基が担当 した。

現地 ・内業調査および本書作成にかかる諸作業 にっいては下記の諸氏の参加 を得て実

施 した。

足立凉子 稲田広美 尾越功一 大西隆子 木戸えり子 下中理絵子

清水久子 中辻澄子 西野京子 橋本さお り 藤井記代美 堀内計秀'

山本一吉 南 明美 米子千智

5.本 書の編集は三浦が行い、執筆 は第1章 は前川が担当 し、それ以外は三浦が担当 した。

6.遺 物写真撮影 は、米子が行 った。

7.出 土遺物、調査記録 は貝塚市教育委員会において保管 している。
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第1章 調 査 に 至 る 経 過

大阪府貝塚市東7番 地地内に所在する市営東住宅 の敷地内において、住宅建替計画が平

成6・7年 度事業 として もちあが り、貝塚市役所建設住宅課より埋蔵文化財の取扱 いにつ

いて協議 の申 し入 れがあった。

建設予定地 は周知の遺跡外であったが、周辺には貝塚寺内町遺跡、加冶 ・神前 ・畠中遺

跡、堀遺跡等が近接 して存在 してお り、また、地形的にみて も埋蔵文化財が包蔵 されてい

ることが充分 に考え られる地域であった。

そこで、建築住宅課 と貝塚市教育委員会 との間で協議を重ねた結果、遺構確認調査を実

施 したうえで、遺構等の存在が明 らか となった場合1ま本格的発掘調査 を実施することの合

意をみた。

遺構確認調査は開発計画 にもとづ き2ケ 所の調査区を設定 し、平成5年6月10、11日 に

かけて実施 した。既設建物 の存在す る中での確認調査であり、充分な調査区とは言 えない

状況ではあ ったが、2ケ 所 の調査区共に近世 とかんがえ られる包含層が良好 に存在する こ

とを確認 した。

この結果をもとに、建築住宅課 に遺跡発見通知書 の提出を求 め、再度遺跡の取扱 いにつ

いて協議を重ねた結果、建設工事 によって破壊 を受 ける部分約1175㎡ について事前 に本格

的発掘調査を実施することの合意をみた。

発掘調査は、既設建物の解体を待 って、平成6年10月11日 より、同年12月26日 までの約

2ヶ 月をかけて実施 した。
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1.沢 新出遺跡2.沢 海岸遺 跡3.沢 遺跡5.長 楽寺跡7.丸 山古墳8.地 蔵堂遺 跡9.下 新出遺 跡16.河 池遣 跡19.

泉州麻生 塩壼 出土地20,堀 遺跡21.橋 本遺 跡22.貝 塚寺内町遣跡23.加 治 ・神前 ・畠中遺 跡24.明 楽寺跡25.沢 共 同墓地

遺跡26.沢 西出遺 跡27.沢 海岸 北遺跡28.沢 城跡29.新 井 ・鳥羽遺跡30.新 井 ノ池遺跡34.澱 池遺跡35.積 善寺城跡51.

窪 田遺跡 ・窪田廃 寺57.堤 遺跡58.小 瀬五所 山遺 跡59.石 才遺跡60.王 子遺 跡66.脇 浜遣跡67.今 池遣跡70.石 才南遺 跡

72.地 蔵堂遺跡73.名 越西遺 跡75.新 井 ・鳥羽北遣跡78.沢 西遺跡79.王 子 西遺 跡80.津 田遺跡88.堤 三宅遺跡89.沢 新

開遺 跡90.沢 タナジ リ遺跡91.堀 新遺 跡94.堀 秋毛遺跡96.沢 老 ノ塚遺跡97。 東遺跡102.津 田北遺 跡

図1貝 塚市遺跡分布図(部 分)
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第2章 位 置 と 環 境

調査 を実施 したのは貝塚市北西部に位置す る東遺跡である。

東遺跡は、貝塚市 の北部を流れ る津田川左岸の段丘部に位置 し、東西約220m、 南北約

220mの 範囲に広が る中世か ら近世にか けての生産遺跡である。遺跡の範囲は市営東住宅

を中心 としており範囲内を小河川である北境川が南東一北西方向に流れてお り地形 は川方

向に傾斜 している。海抜11～12mを 測る地域である。

周辺の遺跡 と しては、北 に古墳時代か ら室町時代にかけての集落跡である堀遺跡、 中世

から近世 にかけての集落跡、窯跡である津田遺跡、平安時代か ら近世にかけての集落跡 で

ある小瀬御所 山遺跡、東に中世か ら近世 にかけての集落跡である新井 ・鳥羽北遺跡、中世

の集落跡である福田遺跡、南に中世の集落跡である堀秋毛遺跡、弥生時代か ら室町時代 に

かけての集落跡である加治 ・神前 ・畠中遺跡、西に中世か ら近世にかけて繁栄 した貝 塚寺

内町遺跡 などが存在する。

図2調 査地位置図
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本調査地 は、比較的大規模な開発 もな く遺跡の確認調査 もほとんど行われていない遺跡

の空白地であったが、市営住宅建て替えに伴 って遺跡 の存在が確認 された。遺跡 は貝塚市

東7番 地地 内に位置す る。北境川に近接 しているが市営住宅建設以前か ら住宅や耕作地 と

して利用 されていた。北境川 はため池 を水源 とする小河川で現在はそのほとんどが両岸 を

コンクリー トで固め られており、本調査地周辺では水量 も少ない状況である。下流に行 く

に従 って生活排水等で水量が増 し川幅 も広がる。北境川 は貝塚寺内町遺跡の北側の境界 の

堀 としての役割を した川であ りその名前の由来 もこう言 った所か ら付 けられたもの と考 え

られる。

周辺のまちの状況 に目を向けると本調査地か ら約30m南 西方向に円光寺がある。 円光寺

は天文年間(1532年 ～1554年)に 禅宗 の寺 として開かれた寺である。後に現在 の浄土真宗

に改宗 している。寛文13年(1673年)寺 号 を許可 され宝林山 と号 し、元禄6年(1693年)七

高祖、上宮太子の画像が下附され、このころに寺の景観が整 ったもの と考えられる。毎年

8月13日 ～15日 の3日 間は東盆踊 り(府 指定文化財)が 行われる。

本調査地 は大 きく粘土採掘が行われてお り寺域 とは考えに くいが円光寺ができた当時 か

ら少なか らず関係の深い地域 と考え られる。円光寺 は昭和20年7月9日 の空襲によ って焼

失 しており、本調査地周辺 も少 なか らず被害を受けている。空襲当時の航空写真に よると

本調査地 は長屋の建っ住宅部分 と水田及び畑 として利用されていた部分の2種 類 に分 け ら

れる。
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第3章 調 査 成 果

1.調 査の概要

市営住宅建て替え計画に基づ いて道路 を挟んで北側の北境川までに敷地に2ケ 所、東側

を第1区 約40㎡ 、西側を第2区 約70㎡ 、道路南側部分の建物建設 によって破壊 され る部分

を第3区1,065㎡ として合計1,175㎡ の面積の本格的調査を実施 していった。

調査区は国家座標 に基づいて5m×5mの 区画を用い、東西 に13区 画を設 けA～M、 南

北 に15区 画を設け1～15と した。

調査で は第3区 の北西部 において大 きな攪乱部分が存在 したものの、その他の部分 にっ

いては良好 な状態で遺構を検出 した。

2.基 本層序(図4、 図5)

調査 区の現地表面 はT.P.11～12mを 測る。

現状地盤は、第1区 、第2区 にっいては0.8～1.2mの 攪乱土 によ る整地盛土が行われ道

路面に近 い高 さの状態であった。また、第3区 にっいてはもともと北境川方向に向か って

地盤が傾斜 していた ことと攪乱及び建物解体後に整地 して いるたあ、0.1mか ら1m以 上

の攪乱土 による盛土が行われていた。盛土下の状況 は、各地区 ごとに少 しずっちが いを見

せている。

第1区 は、層厚約10c皿の耕作土である暗青灰色土、層厚約5cmの 床土 と考え られ る灰 オ

リーブ色土の下は暗褐色土の地山である。

第2区 は、層厚約15cmの 耕作土である暗灰色土、層厚約IOcmの 灰黄褐色土(床 土)の 下

は地山の緑灰色土 であるρ

第3区 は、調査区はおおむね層厚約20c皿の耕作土(第2層)が 存在 し、その下 の部分 は

粘土採掘による埋 め戻 し土が複雑 な切り合い関係を持ちっっ層(第3層)を な している。

地山は粘土採掘 によりかな り掘削されてお り実際地山面 より深 く凸凹 も激 しいがおおむね

灰 白色粘土である。

また、調査区東南部 には一段高 くなっている部分があり、状況が若干ちがってい る。耕

作土下 に攪乱部分が多 く存在 してお り攪乱層下はよく締 まった攪乱黄色土層が確認で きる

状況である。
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3.検 出遺構

調査では2面 の遺構面を検出している。

第3区 の南東部が一段高 くなっており層上部 にっいては若干状況がちが うため耕作土下

図3調 査地地区割図
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図4第1区 ・第2区 土層図
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1.盛 土5.淡 灰 色土(淡 黄色細砂混 じり)9.青 灰 色粘土13.暗 灰色粘土

2.耕 作 土6.暗 灰色土(灰 白色、淡黄色粘 土ブ ロック混 じり)10.暗 灰 黄色土14.暗 灰 白色粘土

3.淡 灰 色土7.灰 オ リーブ色土(灰 白色、淡 黄色粘土 ブロック混 じり)11.青 灰 色粘土(耕 作 土、灰 白色 、淡黄 色粘土 ブロック混 じり)15.暗 灰色粘土

4.淡 灰 色土(淡 黄色粘土ブ ロック混 じり)8.灰 オ リーブ色土(青 灰色粘 土混 じり)12.灰 色土is.灰 白色粘:ヒ

17.盛 土 幽36.暗 褐灰色土(黄 褐色土 ブ ロック混 じり)

18.耕 作 土37.灰 白色土

19.明 黄褐色 土38.明 黄褐色土(黄 灰色土 混 じり)

20.黄 灰 色土39.明 黄褐色土(灰 白色土 混 じり)

21。 黄灰 色土40.淡 黄色土

22.灰 白色土(明 黄褐色粘土混 じり)41.淡 黄色粘土

23.灰 白色粘 土42.黄 灰色土

24.明 黄褐色粘 土43.炎 黄色土(灰 白色土混 じり)

25.黄 灰 色土(明 黄褐色粘土混 じり)44.炎 黄色土

26.黄 灰色土(明 黄褐色粘土混 じり)45.炎 黄色土(黄 灰色土混 じり)

27。 黄灰色土(明 黄褐色粘土混 じり)46.炎 黄色土(灰 白色土混 じり)

28.黄 灰 色土(明 黄褐色粘土混 じり)47.炎 黄色土

29.黄 灰 色土48.明 黄褐色土

30.灰 白色土49.淡 黄色土(灰 白色土混 じり)

31.黄 灰 色土(灰 白色土混 じり)50.灰 白色粘土

32.黒 褐色粘土51.に ぶい黄色土

33.黄 灰色土52.黄 褐 色土

34.灰 白色粘土53.'黄 灰 色土

35.淡 褐灰色土(黄 褐 色土ブ ロック)54.灰 色土

55.灰 オ リー ブ 色土

56.灰 色 土

57.灰 色 土

L=13.000m

図5第3区 土層 図
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の攪乱黄色土層上面 において検 出 した遺構にっいては100番 代 の遺構 ナ ンバ ーを与え るこ

ととし、段下部分 の耕作土下の遺構にっいては200番 代 の遺構 ナ ンバ ーを与え ることで区

別 した。

段上部 にっいては100番 代の遺構下か らの検出遺構 については300番 代の遺構 ナ ンバ ーを

与えた。

また、地山上面において検出 した遺構にっいては段の上下 にかかわ らず400番 代の遺構

ナンバーを与えた。

第1区 、第2区 については第3区 の状況 に沿 うように第3区 に準 じて遺構ナ ンバーを与

えてお り、耕作土下面検出の遺構には200番 代、地山上面検出の遺構にっいて は400番 代 と

して統一 した。

図6第1区 第2遺 構面 遺構 配置図
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第1区

第2遺 構面(図6、 図版1)

検出遺構は、便所用の埋 め桶 と思われるものを2ヶ 所で検出 した。 ともに直径1.1mを

測 り底部 と思われる板を確認 している。埋 め桶の間隔は約50cmで 長屋二戸一 タイプの もの

と考え られ る。出土遺物は陶磁器及び瓦片が出土 しているがおおむね明治以降 と考え られ

る。

第1遺 構面(図7、 図版2)

検出遺構 は鋤溝、北境川方面 の落ち込み、北境川改修以前の川岸 を検出 した。鋤 溝 は幅

15～20cmを 測 り、耕作土を埋土 としている。鋤溝の方向及び出土遺物か ら本遺構面 は比較

的新 しい時期の ものと考え られる。

図7第1区 第1遺 構面 遣構配置図
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第2区

第2遺 構面(図8、 図版3)

検出遺構は鋤溝 と性格不明遺構である。鋤溝 はほぼ東西方向に走 るもの とこれに直交 す

るものを検出 している。幅15～20cmを 測 り、灰オ リーブ色土を埋土 とす る。現在 の北境川

の方向とはちが う区画であ り興味深 い。出土遺物は磁器染付が出土 してお り近世 のもの と

見ることができる。

図8第2区 第2遺 構面 遺構配置図
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第1遺 構面(図9、 図版4)

検出遺構のほとんどが鋤溝である。幅15～30cmを 測 り、耕作土を埋土 としている。鋤溝

の方向は北西一南東方向で北境川 に沿 った方向である。この鋤溝 は北境川の方向 に沿 った

形で耕作地の区画及 び耕作が行われて いる。出土遺物か ら少な くとも近代以降にこのよ う

な区画が使用 されていたようである。

図9第2区 第1遺 構面 遺構配置図
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第3区

第2遺 構(図10、 図版5、 図版6)

地山上面 において検出 した遺構である。遺構 はそのほとんどが粘土採掘土坑およびそれ

に関係す る遺構である。以下、粘土採掘 に関 して状況の比較的良好な遺構 にっいて概 要を

説明する。

SX-407～SX-410(図 版7)

本遺構 はH・G-10～12区 にて集中 して検 出 した粘土 採掘土坑 である。灰色系砂質土

(耕作土)を 埋土 とし、地山であるオ リーブ灰色土及 び灰白色粘土が ブロ ック状 に多 く混

じってお り粘土採掘後、埋 め戻 し時に上部耕作土、地山土等が混 じった状況が うかがわれ

る。粘土採掘は何度 も行われてお り、埋 め戻 し土 を再度掘削 し、 さらに粘土を掘削 して い

る様子が遺構 の切 り合 い関係及び埋土の状況か ら想像で きる。特にこの地 区は、良好 に粘

土が見 られたと考え られ現状地盤 より1m以 上掘削を行 った結果、地形を変え段差が生 じ

たと考え られる。

出土遺物 は、粘土採掘以前 に存在 していたと考え られる中世以前及 び中世の包含層及 び

遺構を破壊 していると考え られることか ら、須恵器、瓦器椀等の遺物が少量と上部 に廃棄

された近世陶磁器 が多 く出土 している。

SX-440

調査区東側に位置する幅約11mを 測 る段上部の3分 の1を 占める広範囲な遺構である。

埋土は淡黄灰色土で深さは30～40cmを 測 る。土坑状を呈す ることなく連続的に広範囲 に粘

土採掘 を行 ってお り、埋め戻 しは整地を行 ったように均一で灰色土 と黄色粘土の混 じった

埋土でよ く締まっている。遺物 はほとん ど出土 してお らず若干の瓦、磁器、陶器片が出土

するのみである。

第1遺 構面(図11、 図版8、 図版9)

耕作土を埋土とする遺構が多いと言える。段下部分では耕作土下部分です ぐに地山面 を

検出 している部分 もあり大 きく掘削を受 けていることが明 らとなった。また、段上部分 に

ついては市営住宅建設以前の長屋建物の便所 と見 られる遺構 を6箇 所で検出 している。

SK-301

E-12区 にて検出 した遺構で粘土採掘後に廃棄土坑 として利用 された遺構である。長軸

2m短 軸1.5m、 深 さ約50cmを 測る。埋土 は暗灰褐色土で地山粘土 ブロックが混 じる。遺物

の出土状況か ら一時期 に土 を被せっっ廃棄、埋め戻 しを行 っていることがわか った。出土
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遺物 は瓦 、陶磁 器等 が多数 出土 して いる。

SK-201～SK-207(図 版10)

調 査 区東側 段下部 分 に位置 す る遺構 で ほ とん どが幅1.2m～1.5mを 測 る長 方 形 を 呈 す る

土坑 で、埋 土 は耕 作土 及 び暗灰 褐色 砂で廃 棄土 坑 と廃棄後 に貯 水部 分 と して使 用 され て い

た こと も考 え られ る。出土 遺物 は瓦 、陶磁器 等 が多 く出土 して い る。

SX-206・SX-207

G-10・11に て 検 出 した性 格不 明遺構 で あ る。埋 土 は と もに耕作 土で深 さ は約5～10cm

を測 る。 出土遺 物 は、磁 器、瓦 片 が出土 して い る。

SK-101

C-9・10区 に て検 出 した土 坑 で ある。 出土遺 物 は、 磁器、瓦 片 が出土 して い る。

SK-102

B-10区 に て検 出 した土 坑 で あ る。出土遺 物 は、磁器 、瓦片 が 出土 して い る。

SK-103

E・F-13・14区 に て検 出 した土坑 で あ る。幅約1m長 さ1.3mを 測 る。埋 土 は暗 灰 色 砂

質 土 で、 出土 遺物 は磁器 、瓦片 が多 く出土 してい る。

SK-108

D・E-11・12区 にて検 出 した土 坑で あ る。幅 約1m長 さ2.2mを 測 る。埋 土 は暗黄 灰色

土 で 出土遺 物 は、磁 器、 陶器、瓦 片 が多 く出土 して い る。

SK-104

C・D-11に て検 出 した便 所 で あ る。 直径約1m、 深 さ約20c皿 を 測 る。木 製 槽 を使 用 し

た もので瓦 、磁器等 が 出土 して い る。 出土 遺物 か ら明治 以降 の もの と考 え られ る。 本 遺 構

両 側 に コ ンク リー ト製 の便 所 を検 出 してい る。

SK-106・SK-107

D・E-12・13区 にて検 出 した便 所 で ある。 直径1m、 深 さ15cmを 測 る。 木製 槽 を 使 用

し瓦等 が 出土 して い る。 出土 遺物 か ら昭和 初期 ごろの もの と考 え られ る。

カ クラ ン1～ カ クラ ン4

耕 作 土 除去後 に検 出 した廃棄 土坑 であ る。 カ ク ランと して い るが 下部 か ら遺 構 を検 出 し

て い る もの があ り粘 土採 掘土坑 の上部 の遺構 と考 え る ことがで きる。 そのため遺物 は陶器、

磁器 、瓦等 が多 く出土 してお り、時期 は19世 紀 か ら明治 期 の ものが中心 で粘土 採 掘 後 に掘

られた廃 棄土坑 と見 られ る。
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図10第3区 第2遺 構面 遺構配置図
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図11.第3区 第1遺 構面 遺構配置図
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出土 遺物

SX-401(図12、 図13、 図 版11)

遺 物 はお おむ ね18世 紀 後半 か ら19世 紀前 半 の ものが混 在 して い る と考 え られ る。1～19

は磁 器染 付 で ある。

1～4、7、8、11、12、17は 丸 形 碗 で あ る。2は 唐津 刷毛 目碗 、3は 二重 網 か け文 、

7は 丸文 、見込 み コ ンニ ャ ク印判五 弁花 文、8、11、17は 見 込 み コ ンニ ャク印判 五弁花文、

5、6は 蓋 で あ る。9は 筒 形湯飲 み碗 で あ る。10、13～16は 広 東碗 で あ る。18は 皿 で 、 蛇

ノ 目凹形 高 台で あ る。19は レンゲ上部 で あ る。

20、21は 、 土 師質土 錘 で ある。

22は 陶器 ミニ チ ュア釣 瓶桶 で あ る。指 オ サエ、 ナデで仕 上 げ外面 に柿釉 を施 す。23は 土

師質火鉢 で あ る復 元高 台径17.4cmを 測 る。24は 土 師 質土 器焙烙 で あ る。25は 堺 す り鉢 で あ

る。復 元 口径約30cmを 測 る。

SX-405(図14)

26～35、42は 磁 器 であ る。26、30は 蓋 で あ る。27、28は 二 重 網 か け文 、29は 草花 文 を施

す。32は 端反 り小皿 であ る。33は 白磁 で あ る。34は 菊花 文筒形 湯飲 み碗 で あ る。35は 広 東

碗 で あ る。42は 皿 で あ る。

36～41は 陶 器 であ る。36は 蓋 であ る。37は 灯 明皿 で あ る。38は 、器 種不 明底部 片 であ る。

39、41は 鍋 で あ る。39は 内外面 に釉 薬 を施 し、底部 付近 にスス の付 着 が見 られ る。41は 口

径18.4c皿 を 測 る。口縁 端部 は玉縁 状 を呈 す る。40は 行平 で あ る。 内外 面 に釉 薬 を施 し、 底

部付 近 に ススの付 着 が見 られ る。

43は 瓦質 火鉢 底部 片 で あ る。足 部分 が欠 失 してい る。44は 土師質 土器 焙烙 で あ る。 復 元

口径31.4cmを 測 る。

SX-406(図15、 図16)

45～47は 磁 器 で あ る。45は 口径5.2cmを 測 る小杯 であ る。46は 口 径7.8cmを 測 る内外 面 に

染付 を施 す碗 で あ る。47は 口径9c皿 を 測 る丸形 碗 で あ る。外面 に染 付 を施 す。

68は 復元 口径14.2cmを 測 る陶器行平 で ある。外面 に トビカ ンナを施 す 。78は 土 師 質 土錘

であ る。

SX-408(図16)

85は 最 大 径5.5cm、 長 さ4.8cmを 測 る土 師 質土 錘 で ある。
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図12SX-401出 土 土 器
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図13SX-401出 土 遺 物

SX-410(図16)

72は 復 元 口径19.2c皿 を 測 る堺す り鉢 で あ る。

'SX -412(図15 、 図16、 図 版11)

48は 復 元 口径6.2cmを 測 る磁 器染付 小杯 であ る。51は 復元 口径8.6cmを 測 る端 反 り小 皿 で

ある。52は 染付 蓋 で あ る。56は 肥前 磁器 染付 皿 で あ る。内面 に楼 閣文 を描 く。69は 復 元 口

径13cmを 測 る瀬 戸陶 器壷 で ある。70は 長 さ11.4cmを 測 る陶 器蓋 で あ る。 つ ま み は貼 り付 け

で外 面 に柿 釉 を施 す。

SX-413(図15、 図16、 図 版12)

50は 印 判 染付 碗 であ る。型 紙摺絵 法 によ る模 様 で外面 に青海 波文 と白抜 きで 「大」の字、

内面 口縁 部 に輪宝 っ な ぎ文 を施 す。71は 陶器 お ろ し板 であ る。77は 土師 質 メ ンコで あ る。

円形 で表 に三 っ 巴文 を型 と りをす る。

SX-414(図16)

76は 土 師質 メ ンコで あ る。直 径3.3c皿 、 厚 さ5mmを 測 る。 円形 で幾 何 学 的 な文 様 を型 と り

す る。
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図14SX-405出 土土器
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図15SX-406(45～47)、SX-412(48、51、52、56)、SX-413(50)、

SX-416(53),SX-418(55),SX-420(63),SX-428(60,

61,64),SX-432(49),SX-433(57^-59,62,65^-67),

SX-456(54)出 土 土 器

SX-416(図15)

53は 磁 器 印判 染付 碗 で ある。型 紙摺 絵 法 によ り文様 を施 す。

SX-418(図15、 図16)

55は 瀬 戸焼磁 器染 付広 東碗 で あ る。復 元 口径10.8cmを 測 る。75は 土 師質 メ ン コで あ る。

表 に青海 波文 を型 と りす る。

SX-420(図15、 図16)

63は 肥 前磁 器染付 皿 で あ る。復元 口径13.8cmを 測 る。80、81は 土 師質土 錘 で ある。
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図16SK-406(68、78)、SX-408(85)、SX-410(72)、SX-412(69、70)、

SX-413(71,77),SX-414(76),SX-418(75),SX-420(80,81),

SX-424(79),SX-428(86),SX-433(74),SX-448(82,83),

SX-451(73、84)出 土 遺 物
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SX-424(図16)

79は 土 師質 土錘 で あ る。直 径1.2cmを 測 り手つ くね整形 し指 ナデ で仕 上 げ る。

SX-428(図15、 図16)

60、61は 磁 器 染付蓋 で あ る。60は 口径約10cmを 測 る。61は 口径 約12cmを 測 る。64は 肥 前

磁器 皿 であ る。 内面松 葉文 を描 き見込 み に は蛇 ノ 目釉ハ ギが み られ、底 部 は蛇 ノ 目凹 形 高

台 であ る。

86は 土 師質風炉 竈 で ある。 内面 に スス の付 着 が見 られ る。

SX-432(図15)

49は 口径5.2cmを 測 る白磁紅皿 で あ る。型 打成 形 で 外 面 に放 射 線 文 様 を施 す。 口縁 部 が

平坦 で、器 高 も1.3cmと 浅 い。

SX-433(図15、 図16)

57～59、62、65～67は 磁 器染付 で あ る。

57は 筒形 湯飲 み碗 であ る。58は 広東 碗 で ある。 日径10.4cmを 測 る。59、62は 肥 前 丸 形 碗

で あ る。59は 口径11.8cmを 測 り、外 面 に草 花文 を描 く。62は 口径9.8cmを 測 る。65、66は 肥

前皿 で あ る。65は 復 元 口径12.8cmを 測 る。 見込 み には蛇 ノ目釉ハ ギ が 見 られ る。66は 復 元

口径12.8cmを 測 る。見込 み に はや やっ ぶ れた コ ンニ ャク印判 五弁 花文 、蛇 ノ 目釉 ハ ギ が見

られ る。67は 口径15cmを 測 る鉢 で あ る。 口縁 部 は折 り曲 げ られ丸 くお さま る。底 部 は蛇 ノ

目凹形 高 台 であ る。

74は 器 種不 明 の瓦質 土器 で あ る。 ほぼ完形 で 口径約10cmを 測 る。底部 は回転糸 切 り未 調

整で底 部 で 曲折 しやや 内側 に直線 的 に立 ち上 が り、 口縁部 下 で くの字状 を呈 し、 口縁 部 は

外 方 に 向か い丸 くお さま る。

SX-488(図16)

82、83は 土 師質 土錘 で あ る。82は 直径1.3cmを 測 る。83は 直 径0.9cmを 測 り手 つ くぬ整 形

し指 ナ デで仕上 げ る。

SX-451(図16)

73は 復 元 口径18.2c皿 を 測 る匣鉢 で あ る。 口縁 部 の破片 で外面 に 自然釉 が 付 着 す る もの で

本調査 地 周辺部 で使 用 され た もので あ る可能 性 が ある。

84は 直径4.8cm、 長 さ4.5c皿 を 測 る土 師質 土錘 で あ る。

SX-456(図16)

54は 肥 前磁 器染 付丸 形碗 で あ る。復元 口径1.2cmを 測 る。
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図17SK-301出 土 土器

一28一



SK-301(図17)

87～93、96、97は 磁 器染 付で あ る。

87は 小 杯で あ る。 口径6.8cmを 測 る。88、92は 瀬 戸広東 碗 で あ る。88は 口径10.6cmを 測 る。

92は 口 縁 部 を欠 失 して い る。復 元高台 径5cmを 測 る。

89、91、93は 肥 前 丸形 碗で あ る。89は 口径11.4c皿 を 測 り、 外 面 に丸 文 を描 く。 内面 見 込

み部 に蛇 ノ 目釉 ハ ギが見 られ る。91は 口径9.8cmを 測 る。93は 口 径12.2c皿 を測 る。

90は 筒形 碗 で あ る。復元 口径9.8cmを 測 る。

96、97は 皿 で あ る。96は 復 元 口径12.6cmを 測 る。97は 復 元 口径13.2c皿 を 測 る。見 込 み部 に

コ ンニ ャク印判五 弁花 文 を施 す。

94、95は 陶 器 灯 明皿 で ある。94は 口径6.8cmを 測 る。底 部 に回転 糸切 り痕 を有 し、底 部 を

除 く内外 面 に柿釉 を施 す。95は 内面及 び 口縁部 まで釉薬 を施 す。98は 瓦 質火 鉢 で あ る。 底

部 を欠失 してお り復元 口径15c皿 を測 る。99は 復元 口径23c皿 を 測 る匣鉢 で ある。 自然 釉 が付

着 す る。100は 土 師質 火鉢 底部 片で あ る。

101は 土 師質 土器 焙烙 で あ る。復元 口径27.6cmを 測 る。底部 を欠 失 して い るが外 面 に スス

の付 着 が見 られ る。

102、103は 堺 す り鉢 で あ る。102は 復 元 口径27.8cmを 測 る。103は 復 元 口径30.4c皿 を 測 る。

SK-201(図19)

119は 陶 器蓋 であ る。外 面 に釉 薬 を施 す。

SK-202(図18、 図19)

106は 磁 器染 付 蓋 であ る。復 元 口径9.8cmを 測 る。内外 面 に染付 を施 す。108は 磁 器染 付 小

杯 で あ る。復 元 口径7cmを 測 る。外面 に染付 を施 す。

121は 陶 器小 杯 で あ る。 口径 約3.8cmを 測 る。外面 に文 字 を記す が判 読 で きな い。130は 仏

花瓶 であ る。高台 径3.2c皿 を 測 る。底部 を 除 いて緑灰色 の釉 を施 す。

SK-203(図18、 図19)

111は 復 元 口径8,4cmを 測 る瀬戸磁 器染 付碗 で あ る。外面 、内面 見込 み部 に染付 を施 す。

126は 陶 器 蓋 で あ る。135、139は 陶 器 行平 で あ る。135は 復 元 口径18.6cmを 測 る。 内面 及

び外面 体部 に釉 薬 を施 す。底 部露 胎部 分 に ススの付 着が 見 られ る。139は 口径16.6cmを 測 る。

内面及 び外面体 部 に釉薬 を施 す。底部 露 胎部分 にス スの付着 が 見 られ る。138は 復 元底 部

径20.8cmを 測 る陶器 で あ る。
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図18SK-202(106)、SK-203(111)、SK-204(109、1112、114)、SK-207

(105,107),SX-202(117),SX-208(118),SX-209(104,110,113,

115、116)出 土 土 器

SK-204(図18、 図19、 図 版12)

109は 復 元 口径8.8cmを 測 る瀬戸 磁器 染付 碗 であ る。112は 口 径9.8c皿 を 測 る磁 器 染 付 碗 で

ある。外面 に格 子文 を施 す。114は 復 元 口径7.6cmを 測 る磁 器染 付小 皿 であ る。

122は 灯 明皿 で あ る。全面 に釉 薬 を施 す。

123は 赤 膚焼 陶器 小鉢 で あ る。 ほぼ完形 で 口径9.2c皿 を 測 る。底部 高台 や や上 に 「赤 ハ タ」

の刻 印 が見 られ る。137は 陶 器行 平 で あ る。 口径16.2c皿 を 測 る。

SK-207(図18、 図19)

105、107は 磁 器 染付 蓋 であ る。105は 復 元 口径10cmを 測 る。107は 口径9.8cmを 測 る。

134は 復 元 口径12.4c皿 を 測 る陶器 で あ る。素焼 きの もの とみ られ内面 に接合 痕 が残 る。

SD-201(図19、 図 版12)

120は 復 元 口径3cmを 測 る陶器 で あ る。内外 面 に釉薬 、外 面 に文様 を施 す。

127、128は 土 師質土 メ ンコであ る。127は 直 径3.4cmを 測 る円形 で 表 に三 っ 巴文 を 型 と り

す る。128は 直 径3.4㎝ を 測 る円形 で表 に模様 を型 と りす る。

138は18.4cmを 測 る陶器 口縁部 片 で あ る。 内外 面 に釉薬 を施 す。
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図19SK-201(119)、SK-202(121、130)、SK-203(126、135、139)、

SK-204(122,123,137),SK-207(134),SD-201(120,127,

128,138),SX-202(129,140),SX-203(141),SX-208(131,

132)、SX-209(124、125)、SX-211(133)出 土 遺 物
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SX-202(図18、 図19)

117は 復 元 口径12.6cmを 測 る白磁輪花 皿 で ある。底 部 は蛇 ノ目凹 形 高 台 で あ る。129は 瓦

質 の糸巻 き と考 え られ る。長 さ5.2cm、 糸 巻 き部 直径1.9cmを 測 る。140は 瓦 質 火鉢 で あ る。

復元 口径14c皿 を測 る。

SX-203(図19)

141は 復 元 口径32,4c皿 を測 る陶 器鉢 で ある。

SX-208(図18、 図19、 図 版12)

118は 口 径13.8cmを 測 る磁 器染 付皿 で あ る。内面 に染付 を施 す。

131は 口 径7.2cmを 測 る陶器 蓋 で ある。132は 復 元 口径8cmを 測 る陶 器で あ る。

SX-209(図18、 図19、 図 版11)

104、115は 磁 器 染付蓋 であ る。104は 復 元 口径9.2c皿 を 測 る。 内面 中央 部 に 「寿 」 の字 が

書 かれ る。115は 復 元 口径12.8cmを 測 る。110は 口 径8.6cmを 測 る瀬戸 磁器 染付碗 で あ る。113

は 口 径11.6cmを 測 る瀬戸 磁器 染付広 東碗 で あ る。116は 口径8.6cmを 測 る白磁 輪 花皿 で あ る。

124、125は 陶 器 蓋 であ る。125は 底 部 に回転糸 切 り痕 を有 し底 部以 外 に釉薬 を施 す。

SX-211(図19)

133は11.6cmを 測 る陶器 で あ る。

SK-101(図20、 図 版13)

157は 復 元 高台 径7cmを 測 る瀬 戸磁器 染付 広東 碗で あ る。145、159は 波 佐 見 磁 器 染 付 皿

で ある。145は 復 元 口径13.8c皿 を 測 る。159は 口 径約19cmを 測 る。 内面 に草 花 文 を描 き、 見

込 み部 に コ ンニ ャ ク印判五 弁花 文 を施す。

163は 陶 器 片 口で あ る。復元 口径12.2cmを 測 り、外面 底部 を除 く内外 面 に釉 薬 を施す 。 内

面 に重 ね焼 きの痕跡 が残 る。

SK-102(図20、 図 版12、 図 版13)

144、148～151は 磁 器染 付碗 で あ る。

144、148は 瀬 戸産 と考 え られ る。144は 復 元 口径8.6cmを 測 る。148は 口 径8.6c皿 を 測 る。14

9は 口 径8,8c皿 を測 る。150は 口 径10.2cmを 測 る。151は 口 径11c皿 を 測 る。 焼 成 時 の失 敗 で あ

ろ うか染付 が不 完全 で模 様 が薄 い。156は 磁 器染 付急須 で あ る。 口径6cmを 測 る。153は 磁

器染 付小皿 であ る。 内面見 込 み部 に桔梗 の花、 口縁部下 に タ コ唐 草 文 を描 く。161は 陶 器

灯 明皿、164は 陶 器土瓶 蓋、166は 陶 器片 口で あ る。
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図20SK-101(145、157、159、163)、SK-102(144、148～151、156、153、161 、

164,166),SK-103(142,143,146,147,152,154,155,158,160,161,

165、167)出 土 土 器
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図21SK-104(176、178、179、195)、SK-106(169、170、181、183、186)、

SK-108(171、173、174、187、190～194、196)、SK-109(168、172、

175、177、180、182、184、185、188、189、197)出 土 土 器
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SK-103(図20、 図 版13)

142、143、146、147、152は 磁 器 染付碗 であ る。154は 磁 器染付 皿 で ある。 口径約12.2cmを

測 る。内面 に格子 文 を描 く。155は 磁 器染 付 蓋で あ る外 面 に青 海 波 文、 丸 文 の 中 に 「福 」

の字 を書 く、 内面 口縁 部 に青海 波文 、見込 み部 に 「寿 」 の字 を書 く。158は 肥 前 磁 器 染 付

瓶 で ある。底部径 約8cmを 測 る。

160は 陶 器蓋 で あ る。161は 陶 器 灯明 皿 で ある。165は 陶 器土瓶 蓋 で あ る。167は 陶 器 底 部

片 で あ る。雷文 の ス タ ンプで文 様 を施す。

SK-104(図21)

176は 口 径12cmを 測 る磁器 碗、179は 復 元 口径11.4c皿 を 測 る磁器 染付碗 であ る。

178は 陶 器湯 飲 み碗、195は 陶 器 蓋で あ る。 宝珠 っ まみを持 ち、外面 に伊勢 海 老 を描 く。

SK-106(図21)

169、170は 白 磁小 杯 で あ る。181は 肥 前 磁器染 付仏 飯器 で あ る。183は 磁 器 染付皿 で あ る。

口径9.2cmを 測 る。外 面 に唐草 文、内 面 に柳、鳥、車 を描 く。186は 磁 器 染 付 皿 で あ る。 高

台径7.6c皿 を 測 り、内外面 に型 紙摺絵 で草 花文 を施 す。底 部 は蛇 ノ目凹形高 台 で ある。

SK-108(図21)

171は 磁 器染 付小杯 で あ る。 口径6.8cmを 測 り、外面 に丸 文 を描 く。173は 磁 器染付 碗 で あ

る。 内面見 込 み部 に 「寿」 の字 を書 く。174は 磁 器 染付 広東 碗で あ る。187は 波 佐 見 磁 器 染

付皿 で あ る。見込 み部 に コ ンニ ャク印判 五弁花 文 を施 す。190は 磁 器染 付皿 で あ る。

191、192は 陶 器 皿で あ る。191は 復 元 口径11.4c皿 を測 る。192は 口径12.2c皿 を 測 る。193、196

は 陶 器壺 で あ る。193は 復 元 口径7.4cmを 測 る。196は 復 元 口径10.2cmを 測 る。194は 陶 器 行

¥/で あ る
。復元 口径19.6cmを 測 る。外面 に トビカ ンナを施 す。

SK-109(図21)

168は 磁 器染 付小 杯で あ る。172、177、180、184は 磁 器 染付 碗 で あ る。175は 磁 器 染 付 筒

形碗 で あ る。 内面 見込 み部 に コ ンニ ャク印判五 弁花 文 を施す。185は 磁 器蓋付 き碗 で あ る。

189は 磁 器 染付 皿 であ る。復 元高 台径8.2cmを 測 り、 内外面 に染付 を施 す。182は 灯 明台 底 部

片 で ある。188は 陶 器 仏花瓶 であ る。197は 陶 器底部 で あ る。

カ ク ラン2(図22、 図 版14)

198は 陶 器染 付蓋 で あ る。 ほぼ完成 で 口径9cmを 測 り、 内 外面 に型 紙 摺 絵 で模 様 を 染 付

す る。207は 磁 器 染付 大皿 で あ る。内面 に氷結 文、馬 の 目文、丸文 内 に草 花 を描 く。

203は 陶 器小 杯 であ る。 復元 口径4cm測 り、外面 に 「口大 花 の口 」と書 く。205は 陶 器 壷
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図22カ ク ラ ン2(198、202、203、205～207)、 カ ク ラ ン3(199)、 カ ク ラ ン4

(200、201、204)出 土 土 器

で あ る。206は 陶 器 行平 で あ る。外面 に トビカ ンナを施 す。202は 土 師質 竈 で あ る。 内 面 に

ススの付着 が見 られ る。

カ クラ ン3(図22)

199は 磁 器染 付蓋 で あ る。 口径8.4c皿 を 測 る。

カ クラ ン4(図22)

200は 陶 器染 付皿 で あ る。復元 口径11.4cmを 測 る。201は 磁 器染 付 広 東 碗 で あ る。 復 元 口

径12.2c皿 を 測 る。

204は 陶 器行 平 で あ る。 復元 口径12.2cmを 測 る。
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図23包 含 層 第3層 出 土 土 器

包 含層 第3層(図23)

208、210、212～215は 磁 器染 付 で ある。208は 蓋 で あ る。210は 丸 形碗 で あ る。212、213は

広 東碗 で あ る。214は 皿 で あ る。215は 鉢 で底部 に焼 継 ぎが見 られ る。209、211、216～220

は 陶 器 で あ る。

209は 湯 飲 み碗 で あ る。211は 茶 壺 蓋 で あ る。216、217は 蓋 で あ る。218は 土 瓶 で あ る。21

9は 土 鍋 で あ る。220は す り鉢 で あ る。

包 含層 第2層(図24)

221～225、227は 磁 器 であ る。

221は 碗 で あ る。222は 染 付端 反湯 飲 み碗 で あ る。223は 丸 形 碗で あ る。225は 染 付 筒 形 鉢

で あ る。227は 染 付 端反 皿 であ る。

226、228、229は 陶 器 で あ る。226は 土 瓶 蓋 で あ る。227は 土 瓶 で あ る。229は 瀬 戸 水 甕 で

あ る。
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図24包 含 層 第2層 出土 土 器

カクラ ン ・機 械 掘削(図24、 図25、 図26、 図27、 図 版14、 図 版15、 図 版16)

230～237は 第2区 出土 遺物 で あ る。

230～233、235～237は 磁 器 で あ る。230は 白磁 ロ ウソ ク立 てで あ る。231は 染 付 筒形 湯 飲

み碗 で あ る。232は 筒 形 で 「防 衛食 」の文 字 が読 め る第2次 世 界 大 戦 中 の瀬 戸 の製 品 で あ

る。233は 染 付 蓋 であ る。235は 小 瓶 で あ る。236は 瀬 戸 お神酒 徳利 で あ る。237は 香 炉 で あ

る。234は 陶 器 土瓶 蓋で あ る。

239、241～243、245、247、250、251は 磁 器 で あ る。

239は 筒 形 湯飲 み碗 で あ る。底部 に ヒ レ状 の ものが3方 向 に付 く。241は 碗 で あ る。242、

245、247、250、251、 は皿 で あ る。243は 白 磁染 付輪 花皿 で あ る。内面 に型 紙摺絵 を施 す。

251は 美 濃産 の国民 食器 で内面 口縁 部下 にオ リー ブ灰色 の2条 の線 を 引 き、 見 込 み 部 に

「貝塚病 院 」と書 く。

238、240、244、246、248、252、253は 陶 器 で ある。

238、240は 仏 花瓶 であ る。244、252は 陶 器水 入 れで あ る。246は 小 杯 であ る。外 面 に呉 須

で 「大 阪天 神 」の文 字 を書 く。248は 土 鍋 蓋、253は 土 瓶 で あ る。
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図25第2区 カ クラ ン ・機械 掘 削(230～237)、 第3区 力ク ラ ン ・機械 掘削

(238～253)出 土遺 物
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図26カ ク ラ ン掘 削 出土 土 器

249は 土 師質 焼 き塩 壷 蓋で あ る。

254、255、259は 磁 器 で あ る。254は 瀬 戸 の製 品 で 「防 衛口 」の字 が読 め る。255は 白 磁 端

反皿 で あ る。見 込 み部 に印刻 が見 られ る。259は 染 付皿 で あ る内面 に松葉 文 を描 く。

257、258、260、261、263、265、266は は陶器 で あ る。

257、258は 灯 明皿 であ る。260は 行 平 で あ る。外 面 に 「九口 口 」の字 が 読 め る。261は 土

鍋 蓋で あ る。263は 行 平把 手で あ る。265は 水 入 れ で あ る。266は 堺 す り鉢 で あ る。262は 土

師 質火鉢 で あ る。262は 器 種不 明底部 で あ る。267は 瓦 質 火鉢 で あ る。

270～273は 陶 器蓋 で あ る。270は 「有 田焼 」の銘 を有 す る。271は 外 面 口縁 部 上 に オ リー

ブ灰 色 で2条 、社章 を書 く。272は 「光 山 」の銘 を有 す る。273は 赤 絵 で あ る。

275は 磁 器 染付 丸形 碗 で ある。外 面及 び内面見込 み部 に コ ンニ ャク印判菊 葉文 を 施 す。276

は 磁 器 染付 皿で あ る。

268は 土 師質 土製 品 で ある。269は 土 師質 土錘 で あ る。269は 土 師質 土 錘 で あ る。274は 器
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図27カ ク ラ ン掘 削 出 土 遺 物

種不 明 であ る。胴部 に印刻 ら しき もの が見 られ る。277は 土 師 質 の キ ッ ネで あ る。 俵 の上

に乗 って お り型取 り成形 で 高 さ4c皿 を測 る。

硯(図 版16)

278は 長 さ13.7cm、 幅6.2cm、 厚 さ2.3c皿 を 測 る。カ クラ ン掘 削 時 に 出土 した硯 で や や粗 い

石質 で あ る。

279は 長 さ18.5c皿 、 幅6.8cm、 厚 さ2.5c皿 を 測 る。機械 掘削 時 に出土 した硯 で きめ細 か く堅

い石 質 で あ る。

280は 約 半分 を欠失 して い る。幅7.2cm、 厚 さ2c皿 を 測 る。SX-410に て 出土 した硯 で や

や 白 っぽ く粗 い石 質で あ る。
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第4章 ま と め

調査地 は遺跡の空白地であると考えられていたが本調査 において攪乱部を除 いてほぼ全

域において遺構を検出することがで きたことは大 きな成果であると言 える。遺構 のほ とん

どは粘土採掘 による土坑および廃棄土坑、耕作 に伴 う鋤溝で占め られる。また、攪乱 を受

けて破壊 されているものの古墳時代まで溯 る須恵器が少量であるが出土 してお り包含層 や

遺構の存在が考え られることがわかった。

出土遺物の大半 は近世の陶磁器であ りほか明治～昭和初期 まで幅広 く出土 している。遺

物の多 くは粘土採掘土坑および廃棄土坑か らの出土である。粘土採掘 は第3区 において広

範囲に大規模に行われている。出土遺物は土坑内か ら一括で出土 しているもの も多いが土

坑 によってかな りの時期幅をもっため粘土採掘の時期 は18世紀後半以降と考えたい。

調査地 の状況であるが第1区 、第2区 にっいては耕作地 として利用 されていたよ うで あ

るが、北境川川岸付近 とい うこともあ り利用 されて時期は比較的新 しいと考え られる。 し

か し、第2区 については鋤溝の方向が変化 しており古い時期の鋤溝は川の方向に規制 され

ていない。東西 ・南北方向の鋤溝が見 られ、中世 の地 区割や条里制の地区割によるとも考

え られ興味深 い。

第3区 は東部に段差を有 してお り段上は宅地 として、段下 は耕作地 として利用されて い

たようである。粘土採掘が行われる以前 の地形は北境川に向かって緩やかに傾斜する状況

であった と考 えられるが最大1m以 上の掘削が見 られ、また市営住宅建設時の攪乱 によっ

て地形 は大 きく変化 して いる。段下部分にっいては粘土採掘は、何度 も行われてお り1度

掘削を行 った部分を埋め戻 して土を除去 してか らさらに掘削 を行 ったことが切 り合い関係

や断面の状況か ら推測できる。また、大量に粘土 を掘削 したために埋め戻 し土が不足 し全

体的に地盤を下 げた ことが うかがえる。

段上部分は段下部分 と同様 に掘削を行 っているが耕作地ではな く住宅建設を行 うために

凸凹部分 を黄灰色土で広範囲に埋め戻 して整地を行 っている。建物跡 は礎石等が残 ってお

らず確認で きないが便所は上部を削平 されて も残 っており、便所の位置や配置か ら長屋建

ての建物 があったことがわかる。出土遺物か ら明治～昭和初期 にか けての便所であること

を確認で きた。便槽は、甕を使用 した ものはな く木槽、 コンクリー トを用いた ものが見 ら

れ変遷を見 ることができた。
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調査地 の状況 はほぼ把握で きたといえるが大量に掘削されたであろう粘土 はいったいど

のように使用 されたのだろうか。

主 に考 えられる使用方法は、建築資材 としてであ り、壁土、土塀、瓦屋根などに使用 し

たことが考えられ る。

また、推測で しかないが、第2区SK-451と 第3区SK-301か ら匣鉢が出土 している。

在地 の焼 き物 として堀地区において窯跡が存在 してお りそこでこの粘土が使用 された可能

性が考え られる。他 には、泉州地域で盛ん に行われている瓦生産にこの粘土が使用 された

可能性 も考え られる。

しか し、本調査にっいて文書などにもこのような史料は見 られず発掘調査において は使

用方法 は断定できない。建築資材 として使用 されていたとするな らば粘土採掘が主に行 わ

れた18世 紀後半に産業の活発化によって都市 の発展が進みその結果 として建築資材の需要

が高まったとは考え られないだろうか。貝塚寺内町遺跡の周辺で多 くの粘土採掘土坑 が検

出されてお り、 これ ら掘削された粘土は員塚寺内町で使用 されたとかんがえ られ、本調 査

地で掘削 された粘土 も寺内町で使用 された可能性が高いと言え る。そのため貝塚寺内町遺

跡の調査 にこの時期的変化が反映す るか どうか検討す る必要がある。

最後 に、調査地で検出 した遺構のほとんどが粘土採掘土坑であるが、 もし、粘土採掘 が

行われて いなければ良好 な包含層 と遺構が検出され る可能性が高い地域 であると言える。

また、逆になぜ この地区で粘土採掘が行われたかにっいて もさらに検討す る必要があると

言える。本遺跡 にっいて考察を深めるには調査成果 を踏 まえっっ本遺跡 および周辺地域 の

調査を進 める必要がある。
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1.第1区 第2遺 構面全景 北西よ り

2.同 上 西 よ り
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1.第1区 第1遺 構面全景 北西よ り

2.同 上 南 東 よ り
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1.第2区 第2遺 構面全景 南東 よ り

2.第2区 第2遺 構面 南部 東 より
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1.第2区 第1遺 構面 全景 南東 よ り

2。 同 上 北 よ り
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1.第3区 第2遺 構面 南東部 北東 よ り

2.第3区 第2遺 構面 東部 北東 よ り
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1.第3区 第2遺 構面 中央部 北 よ り

2.第3区 第2遺 構面 西北部 東 よ り
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1.第3区 第2遺 構面SX-408、SX-409北 よ り

2.同 上 南よ り
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1.第3区 第1遺 構面 南東部 北東 よ り

2.第3区 第1遺 構面 東部 北東 よ り
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1.第3区 第1遺 構面 中央部 北よ り

2.第3区 第1遺 構面 西北部 東よ り
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1.第3区 第1遺 構 面SK-204北 よ り

2.同 上 南西 よ り
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SX-401(3)、SX-412(56)、SX-209(110、113)出 土 土 器
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SX-413(77)、SK-204(123、137)、SD-201(128)、SX-208(131)、SK-102(164)出 土 遺 丁%
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SK-101(159)、SK-102(148)、SK-103(154、158)、SK-106(183)出 土 土 器
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カ クラ ン2(198)、 第2区 カ クラ ン ・機 械 掘 削(232、234、236)、

第3区 カ クラ ン ・機械 掘 削(239、259)出 土土 器
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第3区 カクラン ・機械掘削 出土遺物
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硯SX-410(280)、 第3区 カ クラ ン ・機 械掘 削(278、279)
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